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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信のための装置であって、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリアを含み、前記処理システム
は更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第１のシンボルにおけ
るトレーニング・シーケンスの一部分と乗じるように構成された装置。
【請求項２】
　通信のための装置であって、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
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　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第３の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルに
おけるトレーニング・シーケンスの一部分を分配するように構成された、装置。
【請求項３】
　通信のための装置であって、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なる、装置。
【請求項４】
　通信のための装置であって、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第１の空間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・
シーケンスの更なる一部分を分配し、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数
の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレー
ニング・シーケンスの一部分を分配するように構成された、装置。
【請求項５】
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームに
おける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配するよう
に構成された請求項１乃至４のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記処理システ
ムは更に、前記第１および第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記
トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように構成された請求項１乃至
４のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記処理システムは更に、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一
部分を巡回的に遅延させるように構成された請求項１乃至４のうちの何れか１項に記載の
装置。
【請求項８】
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記処理システムは更に、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分
を、前記帯域内サブキャリアにわたって分配するように構成された請求項１乃至４のうち
の何れか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記処理システムは更に、前記帯域外サブキャリアを減衰させるように構成された請求
項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
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トリームのうちの第１の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シ
ーケンスの更なる一部分を分配するように構成された請求項１乃至４のうちの何れか１項
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記処理システムは更に、スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうち
の少なくとも１つを、変調するように構成された請求項１乃至４のうちの何れか１項に記
載の装置。
【請求項１２】
　前記処理システムは更に、第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームの
うちの第１の空間ストリームにおける複数のシンボルのうちの１つを変調し、前記第１の
変調スキームとは異なる第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうち
の第１の空間ストリームにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調するように構成
された請求項１乃至４のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　通信のための方法であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成することと、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することと、ここにおいて
、前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリアを含む、
　前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第１のシンボルにおけるトレ
ーニング・シーケンスの一部分と乗じることと
　を備える方法。
【請求項１４】
　通信のための方法であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成することと、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することと、
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シー
ケンスの一部分を分配することと
を備える方法。
【請求項１５】
　通信のための方法であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成することと、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することと
　を備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なる、方法。
【請求項１６】
　通信のための方法であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成することと、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することと、
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
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間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分
を分配することと、
　時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第４のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シ
ーケンスの一部分を分配することと
を備える方法。
【請求項１７】
　前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームにおける第３のシンボルに、
前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配することを更に備える請求項１３乃
至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記第１および
第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配される請求項１３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分を巡回的に遅延させる
ことを備える請求項１３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、前記帯域内サブキャリ
アにわたって分配される請求項１３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記帯域外サブキャリアを減衰させることを更に備える請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を
分配することを更に備える請求項１３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうちの少なくとも１つを変調す
ることを備える請求項１３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリー
ムにおける複数のシンボルのうちの１つを変調することと、前記第１の変調スキームとは
異なる第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間スト
リームにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調することとを更に備える請求項１
３乃至１６のうちの何れか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　通信のための装置であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成する手段と、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段と、ここにおいて
、前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリアを含む、
　前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第１のシンボルにおけるトレ
ーニング・シーケンスの一部分と乗じる手段と
　を備える装置。
【請求項２６】
　通信のための装置であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成する手段と、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
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前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段と、
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シー
ケンスの一部分を分配する手段と
　を備える装置。
【請求項２７】
　通信のための装置であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成する手段と、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段と
　を備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なる、装置。
【請求項２８】
　通信のための装置であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成する手段と、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段と
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分
を分配する手段と、
　時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第４のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シ
ーケンスの一部分を分配する手段と
を備える装置。
【請求項２９】
　前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームにおける第３のシンボルに、
前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配する手段を更に備える請求項２５乃
至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３０】
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記第１および
第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配される請求項２５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分を巡回的に遅延させる
手段を更に備える請求項２５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、前記帯域内サブキャリ
アにわたって分配される請求項２５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３３】
　前記帯域外サブキャリアを減衰させる手段を更に備える請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を
分配する手段を更に備える請求項２５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
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【請求項３５】
　スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうちの少なくとも１つを変調す
る手段を更に備える請求項２５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３６】
　第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリー
ムにおける複数のシンボルのうちの１つを変調する手段と、前記第１の変調スキームとは
異なる第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間スト
リームにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調する手段とを更に備える請求項２
５乃至２８のうちの何れか１項に記載の装置。
【請求項３７】
　命令群を備えた、無線通信のためのコンピュータ読取可能記録媒体であって、
　前記命令群は、
　　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成し、
　　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配し、ここにおいて、前記
第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリアを含む、
　前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第１のシンボルにおけるトレ
ーニング・シーケンスの一部分と乗じるように実行可能であるコンピュータ読取可能記録
媒体。
【請求項３８】
　命令群を備えた、無線通信のためのコンピュータ読取可能記録媒体であって、
　前記命令群は、
　　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成し、
　　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配し、
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シー
ケンスの一部分を分配するように実行可能であるコンピュータ読取可能記録媒体。
【請求項３９】
　命令群を備えた、無線通信のためのコンピュータ読取可能記録媒体であって、
　前記命令群は、
　　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成し、
　　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように実行可能であ
り、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なるコンピュータ読取可能記録媒体。
【請求項４０】
　命令群を備えた、無線通信のためのコンピュータ読取可能記録媒体であって、
　前記命令群は、
　　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成し、
　　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配し、
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分
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を分配し、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの
第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの一部
分を分配するように実行可能であるコンピュータ読取可能記録媒体。
【請求項４１】
　ピア・ノードのための、ネットワークへの逆送コネクションを支援するように構成され
た無線ネットワーク・アダプタと、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記複数のシンボルのうちの前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリ
アを含み、
　前記処理システムは更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第
１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分と乗じるように構成されたアク
セス・ポイント。
【請求項４２】
　ピア・ノードのための、ネットワークへの逆送コネクションを支援するように構成され
た無線ネットワーク・アダプタと、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第３の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルに
おけるトレーニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたアクセス・ポイン
ト。
【請求項４３】
　ピア・ノードのための、ネットワークへの逆送コネクションを支援するように構成され
た無線ネットワーク・アダプタと、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、
　前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少なくとも２つについて異なるアクセ
ス・ポイント。
【請求項４４】
　ピア・ノードのための、ネットワークへの逆送コネクションを支援するように構成され
た無線ネットワーク・アダプタと、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームに
おける第１のシンボルと、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにお
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ける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配
するように構成され、
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第１の空間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・
シーケンスの更なる一部分を分配し、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数
の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレー
ニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたアクセス・ポイント。
【請求項４５】
　複数の空間ストリームを受信するように構成された処理システムと、
　前記処理システムによってサポートされたユーザ・インタフェースとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、複数
の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、
トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分が分配され、
　前記複数のシンボルのうちの前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリ
アを含み、
　前記処理システムは更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第
１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分と乗じるように構成されたアク
セス端末。
【請求項４６】
　複数の空間ストリームを受信するように構成された処理システムと、
　前記処理システムによってサポートされたユーザ・インタフェースとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、複数
の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、
トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分が分配され、
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第３の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルに
おけるトレーニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたアクセス端末。
【請求項４７】
　複数の空間ストリームを受信するように構成された処理システムと、
　前記処理システムによってサポートされたユーザ・インタフェースとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、複数の空間ストリームの
うちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、複数の空間ストリームのうちの
第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配され、
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、
　前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少なくとも２つについて異なるアクセ
ス端末。
【請求項４８】
　複数の空間ストリームを受信するように構成された処理システムと、
　前記処理システムによってサポートされたユーザ・インタフェースとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、
　複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、複数
の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、
トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分が分配され、
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第１の空間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・
シーケンスの更なる一部分を分配し、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数
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の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレー
ニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたアクセス端末。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本特許出願は２００８年８月２０日に出願され“PREAMBLE EXTENSIONS”と題された米
国特許仮出願６１／０９０４３４号に対する優先権を主張する。上記出願は、譲受人に譲
渡され、参照によって本明細書に組み込まれる
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般に、通信システムに関し、特に、プリアンブル拡張に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムのために求められる帯域幅要件の増加問題に対処するために、複数の
ユーザ端末が、高速スループットを達成しながら、チャネル・リソースを共有することに
よって単一のアクセス・ポイントと通信できるようにするために、異なるスキームが開発
されている。複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）技術は、次世代の通信システムのためのポピ
ュラーな技術として最近出現した、そのようなアプローチの１つを表している。ＭＩＭＯ
技術は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格のような、いくつかの新生の
無線通信規格に導入されている。ＩＥＥＥ８０２．１１は、（例えば、数十メートルから
数百メートルのような）近距離通信のために、ＩＥＥＥ８０２．１１委員会によって開発
された無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）エア・インタフェース規格のセ
ットを示す。
【０００４】
　新たな８０２．１１ＶＨＴ（超高速スループット：Very High Throughput）が、ＭＩＭ
Ｏモードで動作する新たな規格である。空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）を使用して、いく
つかの受信機と通信するために、ＭＩＭＯ技術が送信機によって使用されうる。ＳＤＭＡ
は、異なる受信機に同時に送信される複数のストリームが、同じ周波数スペクトルを共有
できるようにする多元接続スキームである。任意の何れのストリーム内にも、データとプ
リアンブルの両方を含むデータ・パケットが存在する。新たな技術を扱うために、効率的
なプリアンブルを設計する必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　開示の１つの態様において、通信のための装置が、複数の空間ストリームを生成するよ
うに構成された処理システムを備える。この空間ストリームの各々は、複数のシンボルを
備える。この処理システムは更に、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリーム
における第１のシンボルと、複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおけ
る第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配す
るように構成されている。
【０００６】
　開示の別の態様において、通信のための方法が、複数の空間ストリームを生成すること
を備える。ここにおいて、空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備える。この方法
は更に、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわた
って、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することを備える。
【０００７】
　開示の更に別の態様において、通信のための装置が、複数の空間ストリームを生成する
手段を備える。ここにおいて、空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備える。この
装置は更に、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボ
ルと、複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
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わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段を備える。　開
示の更に別の態様において、無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品が、複数の
空間ストリームを生成するように実行可能な命令群で符号化された機械読取可能媒体を備
える。ここにおいて、空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備える。この機械読取
可能媒体は更に、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシ
ンボルと、複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボル
とにわたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように実行可能
な命令群で符号化されうる。
【０００８】
　開示の更なる態様において、アクセス・ポイントは、複数の空間ストリームを生成する
ように構成された処理システムを備える。ここにおいて、空間ストリームの各々は、複数
のシンボルを備える。この処理システムは更に、複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第１のシンボルと、複数の空間ストリームのうちの第２の空間スト
リームにおける第２のシンボルとにわたってトレーニング・シーケンスの少なくとも一部
分を分配するように構成されている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本発明のこれらの態様およびその他のサンプル態様が、以下の詳細な説明および添付の
図面において説明されるだろう。
【図１】図１は、無線通信ネットワーク図である。
【図２】図２は、無線ノードの実例を例示するブロック図である。
【図３】図３は、第３のＨＴ－ＳＩＧシンボルを有する典型的なミックス・モード・プリ
アンブルを図示する図である。
【図４】図４は、第３のＨＴ－ＳＩＧシンボルを有する典型的なグリーンフィールド・プ
リアンブルを図示する図である。
【図５】図５は、追加のＨＴ－ＬＴＦを有する典型的なプリアンブルを図示する図である
。
【図６】図６は、典型的なＶＨＴオンリ（VHT-only）グリーンフィールド・プリアンブル
を図示する図である。
【図７】図７は、追加のＨＴ－ＳＴＦを有する典型的な代替ミックス・モード・プリアン
ブルを図示する図である。
【図８】図８は、４個の空間ストリームについての典型的な短縮チャネル・トレーニング
を図示する図である。
【図９】図９は、８個の空間ストリームについての典型的なチャネル・トレーニングを図
示する図である。
【図１０】図１０は、８個の空間ストリームについての典型的な代替チャネル・トレーニ
ングの図示する図である。
【図１１】図１１は、拡張されたＨＴ－ＬＴＦを有する典型的なＶＨＴオンリ・グリーン
フィールド・プリアンブルを図示する図である。
【図１２】図１２は、１６個の空間ストリームについての典型的なチャネル・トレーニン
グを図示する図である。
【図１３】図１３は、異なるＳＴＦおよびＬＴＦを有する典型的なＶＨＴグリーンフィー
ルド・プリアンブルを図示する図である。
【図１４】図１４は、典型的なＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォーマットを図
示する図である。
【図１５】図１５は、開ループＭＩＭＯについての典型的なＶＨＴグリーンフィールド・
フレーム・フォーマットを図示する図である。
【図１６】図１６は、典型的なＶＨＴミックス・モード・フレーム・フォーマットを図示
する図である。
【図１７】図１７は、開ループＭＩＭＯについての典型的なＶＨＴミックス・モード・フ
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レーム・フォーマットを図示する図である。
【図１８】図１８は、典型的な上りリンク・フォーマットを図示する図である。
【図１９】図１９は、典型的な代替ＶＨＴグリーン・フィールド・フレーム・フォーマッ
トを図示する図である。
【図２０】図２０は、開ループＭＩＭＯについての典型的な代替ＶＨＴグリーン・フィー
ルド・フレーム・フォーマットを図示する図である。
【図２１】図２１は、典型的な代替ＶＨＴミックス・モード・フレーム・フォーマットを
図示する図である。
【図２２】図２２は、開ループＭＩＭＯについての典型的な代替ＶＨＴミックス・モード
・フレーム・フォーマットを図示する図である
【図２３】図２３は、典型的な代替上りリンク・フレーム・フォーマットを図示する図で
ある。
【００１０】
　一般的なプラクティスに従って、図面のいくつかが、明確化のために簡略化されうる。
このように、図面は任意の装置（例えば、デバイス）あるいは方法の構成要素を必ずしも
全て図示しているわけではない。最後に、明細書および図にわたって、同一符番が同一機
能を示すために使用されうる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の様々な態様が、添付図面を参照して、より完全に以下に説明される。しかし、
本発明は、多くの異なる形式で実現されるものであり、本開示にわたって示される任意の
特定の構造あるいは機能に限定されると解釈されるべきではない。むしろ、本開示が詳細
および完璧となり、本発明のスコープを当業者に完全に伝達するように、これらの態様が
提供される。本明細書における教示に基づいて、本明細書において開示される発明のいか
なる態様が、本発明のその他任意の態様と組み合わせて実施されたか、それらと無関係に
実施されたかに関わらず、それらをカバーするように本発明のスコープが意図されている
ことを、当業者は認識するべきである。例えば、本明細書において説明された態様のうち
の任意の数の態様を使用して、装置が実現される、あるいは方法が実践される。加えて、
本発明のスコープは、そういった装置あるいは方法をカバーするよう意図されており、こ
れらは、本明細書において説明された発明の様々な態様に加えて、あるいはそれら以外に
、その他の構造や、機能や、あるいは、構造および機能を使用して実践される。本明細書
において開示された本発明の任意の態様が、請求項の１又は複数の構成要素によって実現
されうることが理解されるべきである。
【００１２】
　ここでは、無線ネットワークのいくつかの態様が、図１を参照して示される。無線ネッ
トワーク１００が、ノード１１０、１２０として一般に示された、いくつかの無線ノード
を用いて示される。各無線ノードは、受信および／又は送信することが可能である。以下
の詳細な説明において、用語「アクセス・ポイント」が、送信ノードを示し、用語「アク
セス端末」が、下りリンク通信のための受信ノードを示すために使用されている。その一
方で、用語「アクセス・ポイント」が、受信ノードを示し、用語「アクセス端末」が、上
り通信のための送信ノードを示すために使用される。しかし、アクセス・ポイントおよび
／又はアクセス端末のために、その他の技術用語あるいは用語体系が使用されうることを
、当業者は容易に理解するだろう。実例として、アクセス・ポイントは、例えば、基地局
、基地トランシーバ局、局、端末、ノード、アクセス・ポイントとして動作するアクセス
端末、あるいはその他いくつかの適切な技術用語で称されうる。アクセス端末が、例えば
、ユーザ端末、移動局、サブキャリア局、局、無線デバイス、端末、ノード、あるいはそ
の他いくつかの適切な技術用語で称されうる。本開示にわたって説明される様々な概念が
、それら特定の用語体系に関わりなく、全ての適切なノードに適合するように意図されて
いる。
【００１３】
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　無線ネットワーク１００は、アクセス端末１２０のためのカバレッジを提供するために
、地理的な範囲にわたって分布する任意の数のアクセス・ポイントを支援しうる。アクセ
ス端末１２０のためのその他のネットワーク（例えば、インターネット）へのアクセスの
みならず、アクセス・ポイントの調整および制御を提供するために、システム・コントロ
ーラ１３０が使用されうる。簡略化のために、１つのアクセス・ポイント１１０が図示さ
れる。アクセス・ポイントは一般に、カバレッジの地理的範囲におけるアクセス端末に逆
送サービスを提供する据置式の端末である。しかし、アクセス・ポイントは、いくつかの
アプリケーションにおいて、移動式である。据置式あるいは移動式であるアクセス端末が
、アクセス・ポイントの逆送サービスを利用する、あるいは、その他のアクセス端末との
ピア・ツー・ピア通信に携わる。アクセス端末の実例は、電話（例えば、セルラ電話）、
ラップトップ・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
デジタル・オーディオ・プレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、ある
いはその他の適切な無線ノードを含む。
【００１４】
　無線ネットワーク１００は、ＭＩＭＯ技術を支援する。ＭＩＭＯ技術を使用することに
よって、アクセス・ポイント１１０は、ＳＤＭＡを使用して、複数のアクセス端末１２０
と同時に通信できる。本開示の背景技術のセクションで説明されたように、ＳＤＭＡは、
異なる受信機に同時に送信される複数のストリームが、同じ周波数チャネルを共有し、結
果として、より高いユーザ・キャパシティを提供できるようにする多元接続スキームであ
る。これは、各データ・ストリームを空間的に事前符号化し、その後、下りリンクで、異
なる送信アンテナによって、各空間事前符号化ストリームを送信することによって達成さ
れる。空間的に事前符号化されたデータ・ストリームが、異なる空間シグネチャでアクセ
ス端末に到着する。これによって、各アクセス端末１２０が、そのアクセス端末１２０宛
てのデータ・ストリームを復元することができるようになる。上りリンクにおいて、アク
セス端末１２０が、空間的に事前符号化されたデータ・ストリームを送信する。これによ
って、アクセス・ポイント１１０は、空間的に事前符号化された各データ・ストリームの
ソースを識別できるようになる。
【００１５】
　１又は複数のアクセス端末１２０は、特定の機能を可能にするために、複数のアンテナ
を装備しうる。この構成では、マルチ・アンテナ・アクセス・ポイントと通信するために
、アクセス・ポイント１１０における複数のアンテナが使用され、追加の帯域幅あるいは
送信電力なしに、データ・スループットが高められる。これは、送信機において、高デー
タ・レート信号を、異なる空間シグネチャを用いて、複数のより低いレート・データ・ス
トリームに分け、これによって、受信機は、これらのストリームを複数のチャネルに分け
、これらストリームを適切に結合することによって、高レート・データ信号を復元できる
ようになることによって達成される。
【００１６】
　以下の開示のいくつかの部分が、ＭＩＭＯ技術をも支援するアクセス端末を説明してい
るが、アクセス・ポイント１１０は、ＭＩＭＯ技術を支援しないアクセス端末を支援する
ようにも構成されている。このアプローチによって、必要に応じて、より新しいＭＩＭＯ
アクセス端末の導入を可能にしながら、アクセス端末の、より古いバージョン（例えば、
「レガシー」端末）が、無線ネットワークにおいて展開され続け、もって、それらの有効
寿命を延ばすことができる。
【００１７】
　以下の詳細な説明において、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）のような、任意の適切
な無線技術を支援するＭＩＭＯシステムに関連して、本発明の様々な態様が説明されるだ
ろう。ＯＦＤＭは、正確な周波数間隔を隔てられた多数のサブキャリアにわたってデータ
を配信するスペクトラム拡散技術である。こうして間隔を隔てることによって、受信機が
サブキャリアからデータを復元できるようにする「直交性」が提供される。ＯＦＤＭＡシ
ステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１あるいはその他いくつかのエア・インタフェース規格を
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実現しうる。
【００１８】
　その他適切な無線技術が、例えば、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、その他任意の適切な無線技術、あるいは無線技術の任意の組合せを含む。Ｃ
ＤＭＡシステムは、例えば、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６、広帯域ＣＤＭ
Ａ（ＷＣＤＭＡ）、あるいはその他任意の適切なエア・インタフェース規格で実現されう
る。ＴＤＭＡシステムは、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーショ
ン（ＧＳＭ（登録商標））、あるいはその他何らかの適切なエア・インタフェース規格を
実現しうる。本発明の様々な態様が、いかなる特定の無線技術および／又はエア・インタ
フェース規格にも限定されないことを、当業者は容易に認識するだろう。
【００１９】
　図２は、無線ノードの実例を例示する概念ブロック図である。送信モードにおいて、デ
ータ・ソース２０１からデータを受信し、このデータを符号（例えば、ターボ符号）化し
て、受信ノードにおける順方向誤り訂正（ＦＥＣ）を容易にするために、ＴＸデータ・プ
ロセッサ２０２が使用されうる。この符号化処理によって、変調シンボルのシーケンスを
生成するために、ＴＸデータ・プロセッサ２０２によって、共にブロックされ、信号コン
ステレーションにマッピングされうる符号シンボルのシーケンスが得られる。
【００２０】
　ＯＦＤＭを実現する無線ノードにおいて、ＴＸデータ・プロセッサ２０２からの変調シ
ンボルは、ＯＦＤＭ変調器２０４に提供されうる。ＯＦＤＭ変調器２０４は、変調シンボ
ルを多数の並行ストリームに分割し、その後、いくつかの変調コンステレーションを使用
して、各ストリームをサブキャリアにマッピングする。その後、サブキャリアの各セット
に、高速逆フーリエ変換（ＩＦＦＴ）が実行され、各々がサブキャリアのセットを有する
時間領域ＯＦＤＭシンボルが生成される。このＯＦＤＭシンボルは、複数のデータ・パケ
ットのペイロードに分配される。
【００２１】
　無線ノード２００の少なくとも１つの構成において、プリアンブルが、各データ・パケ
ットにおいてペイロードと共に伝送される。このプリアンブルは、プリアンブル・ユニッ
ト２０３によってＯＦＤＭ変調器２０４に提供されるいくつかのシンボルから成る。ＯＦ
ＤＭ変調器２０４は、このプリアンブル・シンボルを多数の並行ストリームに分割し、そ
の後、いくつかの変調コンステレーションを使用して、各ストリームをサブキャリアにマ
ッピングする。その後、サブキャリアの各セットにＩＦＦＴが実行され、プリアンブルを
構成する１又は複数の時間領域ＯＦＤＭシンボルが生成される。その後、このプリアンブ
ルは、ＴＸ空間プロセッサ２０５にデータ・パケットを提供する前に、各データ・パケッ
トによって伝送されるペイロードに加えられる。
【００２２】
　ＴＸ空間プロセッサ２０５は、データ・パケットに空間処理を実行する。これは、デー
タ・パケットを空間的に事前符号化して多数の空間事前符号化ストリームにして、その後
、各空間事前符号化ストリームを、トランシーバ２０６によって異なるアンテナ２０８に
提供することによって達成されうる。各トランシーバ２０６は、無線チャネルによる伝送
のために、それぞれの事前符号化ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００２３】
　受信モードにおいて、各トランシーバ２０６は、それぞれのアンテナ２０８によって信
号を受信する。各トランシーバ２０６は、ＲＦキャリアに向けて変調された情報を復元し
、ＲＸ空間プロセッサ２１０に情報を提供するために使用されうる。
【００２４】
　ＲＸ空間プロセッサ２１０は、この情報に空間処理を実行して、無線ノード２００宛て
の任意の空間ストリームで伝送されたデータ・パケットを復元する。この空間処理は、チ
ャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ）や、最小平均平方誤差（ＭＭＳＥ）や、ソフト干渉除去
（ＳＩＣ）や、あるいはその他いくつかの適切な技術に従って実行されうる。
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【００２５】
　プリアンブル・ユニット２０３は、各データ・パケットにおけるプリアンブルを使用し
て、ＯＦＤＭ復調器２１２に同期情報を提供する。ＯＦＤＭ復調器２１２は、データ・パ
ケットのペイロードのＯＦＤＭシンボルにおける各サブキャリアで伝送されたデータを復
元し、このデータを変調シンボルのストリームに多重化する。ＯＦＤＭ復調器２１２は、
このストリームを、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して時間領域から周波数領域に変
換する。周波数領域信号は、各サブキャリアのための、個別のストリームを備える。
【００２６】
　チャネル推定器２１５は、ＯＦＤＭ復調器２１２からストリームを受信し、チャネル応
答を推定する。プリアンブルの一部として、パイロット信号のセットが存在しうる。各パ
イロット信号は、一般に、無線チャネルによる伝送のために、位相においてシフトするだ
ろう。位相シフトしたパイロット信号のＭＭＳＥ推定値が計算され、このＭＭＳＥ推定値
が、位相誤差を推定し、その結果としてチャネル応答を推定するために使用される。この
チャネル応答は、ＲＸデータ・プロセッサ２１４に提供される。
【００２７】
　変調シンボルを、信号コンステレーションにおける正しいポイントに戻すために、ＲＸ
データ・プロセッサ２１４が使用される。無線チャネルにおける雑音およびその他の乱れ
のために、変調シンボルは、オリジナルの信号コンステレーションにおけるポイントの正
確な位置に対応しない可能性がある。ＲＸデータ・プロセッサ２１４は、チャネル応答を
使用して、信号コンステレーションにおける、受信されたポイントと、有効なシンボルの
位置との間の最小の距離を見つけることによって、どの変調シンボルが最も送信される可
能性が高かったかを検知する。ターボ符号の場合、例えば、所与の変調シンボルに関連付
けられた符号シンボルの対数尤度比（ＬＬＲ）を計算するために、これらの軟判定が使用
されうる。その後、ＲＸデータ・プロセッサ２１４は、データ・シンク２１８にデータを
提供する前に最初に送信されたデータを復号するために、符号シンボルＬＬＲのシーケン
スと、位相誤差推定値とを使用する。
【００２８】
　各データ・パケット内のプリアンブルは、トレーニング・シーケンスを含み、トレーニ
ング・シーケンスは、多数の変調シンボルを含む。トレーニング・シーケンスは、ショー
ト・トレーニング・フィールド（ＳＴＦ）および／又はロング・トレーニング・フィール
ド（ＬＴＦ）を備えうる。プリアンブル・ユニット２０３は、ＯＦＤＭ変調器２０４と共
に、以下のメカニズムに従ってプリアンブルを生成する。データ長および変調スキームを
示す情報を含む少なくとも１つのシンボルを分配することによって、プリアンブルが生成
される。このような情報は、少なくとも２つのデータ・パケットについて異なる。プリア
ンブル・ユニット２０３は更に、複数のデータ・パケットのうちの第１のデータ・パケッ
トにおける第１のシンボルにわたって、および、複数のデータ・パケットのうちの第２の
データ・パケットにおける第２のシンボルにわたって、トレーニング・シーケンスの少な
くとも一部分、すなわち、ＳＴＦ又はＬＴＦを分配するように構成されている。受信側に
おいて、データ・パケットを復号する際にＯＦＤＭ変調器２１２を補助するために、プリ
アンブル・ユニット２０３が使用される。以下は、送信側でプリアンブル・ユニット２０
３によって行われる動作ステップについての付加的な詳細説明である。
【００２９】
　複数のデータ・パケットのうちの第３のパケットにおける第３のシンボルか、時間的に
第１のシンボルの後に続く、複数のデータ・パケットのうちの第１のデータ・パケットに
おける別のシンボルか、時間的に第１のシンボルの後に続く複数のデータ・パケットのう
ちの第３のデータ・パケットにおける別のシンボルかに、トレーニング・シーケンスの更
なる一部分を分配することによっても、プリアンブルが生成されうる。更に、第１のシン
ボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、時間的に第３のシンボルの後に続く
、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに分配さ
れうる。
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【００３０】
　更に、第１および第２のシンボルの各々が、複数のサブキャリアを有している場合、第
１および第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、トレーニング・シーケ
ンスが分配される。第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、巡回
的に遅延しうる。
【００３１】
　複数のシンボルのうちの第１のシンボルが、信号を伝送する多数のサブキャリアを含ん
でいる場合、サブキャリアによって伝送された信号が第１のシンボルにおけるトレーニン
グ・シーケンスの一部分と乗じられる。あるいは、第１のシンボルが複数の帯域内あるい
は帯域外サブキャリアを含んでいる場合、第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケ
ンスの一部分が、帯域内サブキャリアにわたって分配され、帯域外サブキャリアが減衰す
る。
【００３２】
　プリアンブルの生成において、複数のシンボルのうちの少なくとも１つが、スプーフ(s
poof)変調スキームを用いて変調されうる。更に、複数の空間ストリームのうちの第１の
空間ストリームにおける複数のシンボルのうちの１つが、第１の変調スキームを用いて変
調され、複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける複数のシンボルの
うちの別の１つが、第１の変調スキームとは異なる第２の変調スキームを用いて変調され
うる。
【００３３】
　以下の図は、構築されうる多数の典型的なプリアンブルを例示する。新たな典型的なプ
リアンブルが、既存の１１ｎ（８０２．１１のバーションｎ）プリアンブルで始まり、ス
プーフされたレートと長さフィールドとを使用する高速スループット信号（ＨＴ－ＳＩＧ
：High Throughput SIGNAL）を含む。追加のＨＴ－ＳＩＧフィールドが、新たなモードを
シグナリングするために使用され、変形された高速スループット・ロング・トレーニング
・フィールド（ＨＴ－ＬＴＦ）が、より多くのトーンおよび／又はより多くの空間ストリ
ームのチャネル推定のために使用される。
【００３４】
　グリーンフィールド（ＧＦ）についての追加のＨＴ－ＳＩＧを有するコンテキストにお
いて、第３のＨＴ－ＳＩＧシンボルが、既存のＨＴ－ＳＩＧシンボルの後に挿入される。
２相位相変調（ＢＰＳＫ）スプーフ・レートが、１１ｎ　ＨＴ－ＳＩＧにおける１つの空
間ストリームで使用される。既存の回転ＢＰＳＫメカニズムが、第３のＨＴ－ＳＩＧの存
在を検知するために使用される。ＨＴ－ＬＴＦが、４０ＭＨｚ１１ｎサブチャネルにおけ
る１１ｎより多くのサブキャリアを使用しうる。レガシー問題を回避するために、第１の
ＨＴ－ＬＴＦが１１ｎサブキャリアを使用する。これによって、各４０ＭＨｚサブチャネ
ルにおいて、１１４個のサブキャリアを有することになる。
【００３５】
　追加のＨＴ－ＳＩＧのコンテキストにおいて、ミックス・モード（ＭＭ）では、第３の
ＨＴ－ＳＩＧが、最初のＨＴ－ＬＴＦの後に挿入される。利得ステップがそのポイントに
おいて実行されるので、第３のＨＴ－ＳＩＧが、既存のＨＴ－ＳＩＧの後に挿入されない
可能性がる。更に、ＢＰＳＫスプーフ・レートが、１１ｎＨＴ－ＳＩＧにおける１つの空
間ストリームで使用され、既存の回転ＢＰＳＫメカニズムが、第３のＨＴ－ＳＩＧの存在
を検知するために使用される。
【００３６】
　追加のＨＴ－ＳＩＧオプションを有しているコンテキストにおいて、追加のシグナリン
グ・ビットが２４個で十分な場合、回転ＢＰＳＫを使用する１つの追加のシンボルが用い
られる。回転ＢＰＳＫを使用する２つの追加のシンボルによって、より多くのオーバヘッ
ドがもたらされうる。４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使用する１つの追加のシンボルによっ
て、回転ＢＰＳＫに対するＱＰＳＫを検知する際の信号対雑音比（ＳＮＲ）ペナルティが
生じる。追加のＨＴ－ＳＩＧ３のパイロットが反転されうる。
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【００３７】
　図３は第３のＨＴ－ＳＩＧシンボルを有するミックス・モード・プリアンブル例のセッ
ト３００を図示する図である。これは、ミックス・モード・プリアンブル３０２乃至３０
８を含む第３のＨＴ－ＳＩＧは、ＨＴ－ＬＴＦのサインおよび巡回遅延に一致させるため
に、ＨＴ－ＳＩＧ１およびＨＴ－ＳＩＧ２とは異なるサインおよび巡回遅延を有する。高
速スループット・ショート・トレーニング・フィールド（ＨＴ－ＳＴＦ）までの全てのシ
ンボルが、２つの４０ＭＨｚチャネルにおける１１ｎ４０ＭＨｚの複製であり、これは、
恐らく９０度の位相回転を伴う。ＨＴ－ＳＴＦの後のシンボルは、トーン・フィリングを
使用し、２つの１１ｎ４０ＭＨｚチャネルより多くのサブキャリアを有しうる。図３に図
示されたミックス・モード・プリアンブル例のセット３００は、４個のアンテナのための
セットであり、これは、その他４つのアンテナで異なる巡回遅延を使用することによって
、８個まで拡張されうる。
【００３８】
　図４は、第３のＨＴ－ＳＩＧシンボルを有するグリーンフィールド・プリアンブル例の
セット４００を図示する図である。これは、グリーンフィールド・プリアンブル４０２乃
至４０８を含む、レガシー１１ｎデバイスは、スプーフ長およびスプーフＢＰＳＫレート
を含むＨＴ－ＳＩＧ１、２に基づいて拡張しなければならない。ＢＰＳＫチェックが、新
たなモードを検知するために、ＨＴ－ＳＩＧ３において回転させられる。
【００３９】
　図５は、追加のＨＴ－ＬＴＦを有するプリアンブル例のセット５００を図示する図であ
る。これは、プリアンブル５０２乃至５０８を含む。図５のプリアンブルのセット５００
に含まれたプリアンブルは、追加のＨＴ－ＬＴＦを有していることを除けば、グリーンフ
ィールド・プリアンブルのセット４００に類似している。そのため、第１のＨＴ－ＬＴＦ
において、トーン・フィリングを行う必要はない。
【００４０】
　図６は、ＶＨＴオンリ・グリーンフィールド・プリアンブル例のセット６００を図示す
る図である。これは、ＶＨＴオンリ・グリーンフィールド・プリアンブル６０２乃至６０
８を含む。図６に図示されたＶＨＴオンリ・グリーンフィールド・プリアンブルのセット
６００は、媒体がしばらくの間予約されている場合に、ＶＨＴネットワークのために使用
される、あるいは、送信動作において使用される。このプリアンブルの検知は、ＨＴ－Ｓ
ＩＧ３におけるＱＰＳＫ検知によって、あるいは、ＨＴ－ＳＩＧ３において反転パイロッ
トを使用することによってなされる。このプリアンブルは、４個の空間ストリームについ
てのプリアンブルであり、これは、異なる巡回遅延を使用することによって、あるいは、
異なるＨＴ－ＬＴＦを使用することによって、８個以上まで拡張されうる。
【００４１】
　図７は、追加のＨＴ－ＳＴＦを有する代替ミックス・モード・プリアンブル例のセット
７００を例示する図であり、代替ミックス・モード・プリアンブル７０２乃至７０８を含
む。図７において図示された、代替ミックス・モード・プリアンブル例のセット７００が
、ビームフォーミングと組み合わせて使用される。ここで、ＨＴ－ＳＩＧ３までヒドゥン
（hidden）ノード問題が生じないように、ビームフォーミングが、ＨＴ－ＳＩＧ３の後に
開始する。プリアンブルには、追加の８マイクロ秒（追加の１つのＨＴ－ＳＴＦおよび追
加の１つのＨＴ－ＬＴＦ）が存在する。この代替プリアンブルは、全てのデバイスが、Ｈ
Ｔ－ＳＩＧ１、２によって示された長さの分拡張することが要求される場合には、必要な
い可能性がある。
【００４２】
　空間ストリームが４個より多い場合、１１ｎ拡張において、より多くのＨＴ－ＬＴＦシ
ンボル（例えば、８個の空間ストリームのための８個のウォルシュ・コードを伴う８個の
シンボル）が使用されうる。プリアンブルのＨＴ－ＬＴＦ部に対する、より短い代替例が
いくつか存在する。例えば、代替例のうちの１つにおいては、空間ストリームを区別する
ためにトーン補間が使用され、別の例においては、空間ストリームを区別するために、ラ
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ージ巡回遅延（ＬＣＤ：Large cyclic delay）の値あるいは巡回遅延ダイバーシチ（ＣＤ
Ｄ）の値が使用される。どちらの方法においても、受信機におけるチャネル補間が必要と
なる。
【００４３】
　図８は、４個の空間ストリームについての、代替短縮チャネル・トレーニング・シーケ
ンス例のセット８００を図示する図であり、短縮チャネル・トレーニング・シーケンス８
０２乃至８０８を含む。２ペアの空間ストリームを分けるために、ウォルシュ・コードと
組み合わせた１６００ｎｓ　ＣＤＤが使用されうる。チャネル短縮および補間が、チャネ
ル・トレーニングを行うために、受信機において必要とされうる。
【００４４】
　図９は、８個の空間ストリームについての、チャネル・トレーニング・シーケンス例の
セット９００を図示する図であり、短縮チャネル・トレーニング・シーケンス９０２乃至
９１６を含む。この場合においても、図８で図示された実例に類似して、２ペアの空間ス
トリームを分けるために、ウォルシュ・コードと組み合せた１６００ｎｓ　ＣＤＤが使用
される。チャネル・トレーニングを実行するために、チャネル短縮および補間も、受信機
において必要とされうる。
【００４５】
　図１０は、８個の空間ストリームについての、代替チャネル・トレーニング・シーケン
ス例のセット１０００を図示する図であり、短縮チャネル・トレーニング・シーケンス１
００２乃至１０１６を含む。図１０を参照すると、両方の列の加算および減算の後、４個
の空間ストリームを分けるために、各空間ストリームに対するインパルス応答が、８００
ｎｓに制限されねばならない
　望ましくないあらゆるビームフォーミングをも回避するために、図９および図１０に図
示されたプリアンブルにおける下位４行に、いくつかの一定のＣＤＤ（例えば、２００ｎ
ｓ）を追加することが望ましい。ＨＴ－ＳＩＧ３を有する、８空間ストリーム・グリーン
フィールド・プリアンブルは、３６マイクロ秒となりうる。これは、現在の４空間ストリ
ーム８０２．１１ｎグリーンフィールド・プリアンブルと同じ長さである。
【００４６】
　現在の１１ｎ　ＨＴ－ＬＴＦは、位相雑音および周波数誤差に対して敏感である。チャ
ネル・トレーニング・インターバルの間の共通位相誤差を推定する１つの方式は、チャネ
ル・トレーニング・インターバル全体にわたって、空間ストリーム毎の相対位相を変化さ
せないパイロット・トーンのサブセットを使用することだろう。
【００４７】
　代替的に、チャネル・トレーニング・シンボルのガード時間が増加されうる。１１ｎシ
ステムは、遅延拡散に対処するために必要とされる８００ｎｓのガード時間を使用する。
このガード時間を１６００ｎｓあるいはそれ以上に増加させることによって、全てのＨＴ
－ＬＴＦにおけるかなりの量のサンプルが、シンボル毎の周波数誤差を推定するために使
用されうる。２８００ｎｓのガード・インターバルは、周波数推定のために利用可能な２
マイクロ秒と共に、６マイクロ秒の持続時間を、ＨＴ－ＬＴＦシンボルに与える。８００
ｎｓから２８００ｎｓのインターバルにおけるサンプルの位相を、４０００ｎｓから６０
００ｎｓのインターバルにおけるサンプルと比較することによって、周波数推定が行われ
る。
【００４８】
　図１１は、拡張ＨＴ－ＬＴＦを有するＶＨＴオンリ・グリーンフィールド・プリアンブ
ル例のセット１１００を図示する図である。これは、ＶＨＴオンリ・グリーンフィールド
・プリアンブル１１０２乃至１１１６を含む。特に、図１１は、８０ＭＨｚチャネルにお
ける８個の空間ストリームについての、３８マイクロ秒プリアンブルを図示する（１１ｎ
グリーンフィールド・プリアンブルは、４個の空間ストリームについて、３６マイクロ秒
プリアンブルである）。ＨＴ－ＬＴＦは、８マイクロ秒まで拡張され、プリアンブルを４
４マイクロ秒にする。
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【００４９】
　説明された８空間ストリーム・トレーニングのような、既存のＮｓｓ空間ストリーム・
チャネル・トレーニングＨＮが、以下の式によって、新たなトレーニング・パターンにお
ける空間ストリームの数を倍にさせるために使用されうる。　
【数１】

【００５０】
　この拡張を用いて、１６空間ストリーム・プリアンブルが、生成されうる。これは、Ｈ
Ｔ－ＬＴＦシンボルの数が倍であることを除けば、８空間ストリーム・プリアンブルと同
じ長さである。
【００５１】
　図１２は、１６個の空間ストリームについての、チャネル・トレーニング・シーケンス
例のセット１２００を図示する図である。これは、チャネル・トレーニング・シーケンス
１２０２乃至１２３２を含む。
【００５２】
　ＳＤＭＡ下りリンクについてのＶＨＴ信号フィールドについては、ＳＤＭＡ下りリンク
・ビームフォーミング行列が後に続く、単一の空間ストリームが使用される。例えば、２
空間時間ストリーム・クライアントの場合、最初に、－４００ｎｓのＣＤＤを用いて２つ
のＶＨＴ－ＳＩＧの複製が生成されうる。その後、（８個のアンテナを有するＡＰの場合
、）ビームフォーミング行列が、例えば、８個のＴＸ（送信）信号を取得するように適用
されうる。
【００５３】
　上りリンクについてのＶＨＴ－ＳＩＧでは、ＡＰが扱う空間ストリームの最大数に等し
い空間ストリームの数を用いて、クライアントがプリアンブルを送信しうる。代替的に、
空間ストリームの数は、全ての上りリンク・ストリームの総数よりも多い。ＡＰが、ＨＴ
－ＬＴＦチャネル推定の後、異なるＶＨＴ－ＳＩＧでＭＩＭＯ検知を行いうる。
【００５４】
　ＳＤＭＡ上りリンクでは、上記で説明されたプリアンブルが使用されうるが、各ユーザ
が、利用可能な空間ストリームの異なる部分で送信する必要があるだろう。例えば、３人
のユーザと１６個の空間ストリームがある場合、ユーザ１は空間ストリーム１乃至８を使
用して送信し、ユーザ２はストリーム９乃至１４を使用して送信し、ユーザ３は、ストリ
ーム１５乃至１６を使用して送信する。
【００５５】
　各ユーザがどんな変調およびパケット長を有しているかを、ＡＰが予め知っているわけ
ではない限り、ユーザ毎に異なる必要があるＶＨＴ－ＳＩＧについての問題が存在しうる
。１つの可能性としては、最後のＶＨＴ－ＬＴＦの後に、ＶＨＴ－ＳＩＧを有しているこ
とだろう。ＳＤＭＡ上りリンクにおけるＶＨＴ－ＳＩＧでは、各クライアントがいくつの
ストリームを送信するかを、ＡＰが予め知っていると仮定される。この仮定は、例えば、
スケジュールされたいくつかのメカニズムによって満たされうる。最後のＶＨＴ－ＬＴＦ
の後、各クライアントが、各空間ストリームで、異なるＣＤＤを有するＶＨＴ－ＳＩＧの
複製を送信しうる。　以上の図は、送信機毎に異なるＣＤＤ値を有する８０２．１１ｎ　
ＳＴＦで構成されるショート・トレーニング・フィールド（ＳＴＦ）を図示していた。し
かし、より優れた自動利得制御（ＡＧＣ）の利得設定を用いる、代替的なＳＴＦ信号が可
能である。代替的なＬＴＦシンボルもまた存在する。
【００５６】
　図１３は、異なるＳＴＦおよびＬＴＦを有するＶＨＴグリーンフィールド・プリアンブ
ル例のセット１３００を図示する図である。これは、ＶＨＴグリーンフィールド・プリア
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ンブル１３０２乃至１３１６を含む。図１３について、ＶＨＴグリーンフィールド・プリ
アンブルのセット１３００における各プリアンブルが、８個の異なるＳＴＦおよびＬＴＦ
を追加することによって、および、２つのＬＴＦシンボルのグループに８×８ウォルシュ
符号化を使用することによって、１６個の空間ストリームまで拡張されうる。図１３に図
示されたスキームは、２つのＬＴＦシンボルのグループに対して４×４ウォルシュ・アダ
マール符号化を使用する。
【００５７】
　以下は、１６００ｎｓ巡回遅延されたペアである。｛ＬＴＦ１、ＬＴＦ２｝、｛ＬＴＦ
３、ＬＴＦ４｝、｛ＬＴＦ５、ＬＴＦ６｝、｛ＬＴＦ７、ＬＴＦ８｝。ここで、ＬＴＦ１
＝周波数領域において、｛１、－１、１、－１．．．｝パターンと乗じられたＬＴＦ２で
ある。送信機のためのＶＨＴ－ＳＩＧサブキャリアｍに、それらの対応するＬＴＦのｍ個
のサブキャリア値が乗じられる。これによって、１１ｎパケットにおけるＨＴ－ＳＩＧの
復号と類似して、全てのＬＴＦシンボルを受信する前に、ＶＨＴ－ＳＩＧを復号すること
が可能になる。データ・シンボルが、いかなる望ましくないビームフォーミング効果をも
防ぐために、例えば、ｍ＊２００ｎｓのような、巡回遅延値を使用しうる。
【００５８】
　図１４は、ＶＨＴグリーン・フィールド・フレーム・フォーマット例のセット１４００
を図示する図である。これは、ＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォーマット１４
０２乃至１４１６を含む。図１４では、各ユーザが１乃至８個の空間ストリームを有し、
その結果、プリアンブルの長さはユーザ毎に異なるようになる。
【００５９】
　図１５は、開ループＭＩＭＯについてのＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォー
マット例のセット１５００を図示する図である。ＶＨＴオンリ・ネットワークにおいて、
あるいは、８０２．１１ｎ　ＮＡＶ（ネット割当ベクトル）設定が先行する送信動作にお
いて、ＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォーマットのセット１５００が使用され
うる。ＶＨＴ－ＳＩＧを含むプリアンブルの長さは、８個の空間ストリームについて、３
２マイクロ秒である。このフォーマットは、更に４個のＬＴＦフォーマットを追加するこ
とによって、１６個の空間ストリームに拡張されうる。このフレームの全ての部分が、Ｓ
ＤＭＡの場合において、等しく事前符号化される。ＶＨＴ－ＳＩＧのコンテントは、同じ
ユーザを対象とした空間ストリームにおけるものと同一である。ＶＨＴ－ＳＩＧサブキャ
リアに、ＬＴＦ周波数領域値が乗じられる。これによって、チャネル推定のために最初に
受信されたＬＴＦを使用して、ＶＨＴ－ＳＩＧの単一入力又は複数出力（ＳＩＭＯ）復号
を、各ユーザが実行できるようになる。開ループＭＩＭＯのために、同じフレーム・フォ
ーマットが使用されうる。１人の受信ユーザしか存在しない場合、全てのＶＨＴ－ＳＩＧ
のコンテントが同一である。ＶＨＴ－ＧＦが、ＶＨＴ－ＳＩＧにおけるＱＰＳＫ検知によ
って、あるいは、ＶＨＴ－ＳＩＧにおいて反転パイロットを検知することによって検知さ
れうる。
【００６０】
　図１６は、超高速スループット・ミックス・モード（ＶＨＴ－ＭＭ）フレーム・フォー
マット例のセット１６００を図示する図である。これは、ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォー
マット１６０２乃至１６１６を含む。
【００６１】
　図１７は、開ループＭＩＭＯについてのＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマット例のセッ
ト１７００を図示する図である。これは、ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマット１７０２
乃至１７１６を含む。
【００６２】
　ＶＨＴ－ＳＩＧを含むプリアンブルの長さは、８個の空間ストリームについて、５２マ
イクロ秒である。このフォーマットは、更に４つのＬＴＦを追加することによって、１６
個の空間ストリームに拡張されうる。ＳＤＭＡビームフォーミングが、ＨＴ－ＳＩＧ２の
後に開始する。ＶＨＴ－ＳＩＧのコンテントは、同じユーザを対象とした空間ストリーム
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におけるものと同一である。ＶＨＴ－ＳＩＧサブキャリアに、ＬＴＦ周波数領域値が乗じ
られる。これによって、チャネル推定のために最初に受信されたＬＴＦを使用して、ＶＨ
Ｔ－ＳＩＧのＳＩＭＯ復号を、各ユーザが行えるようになる。同じフレーム・フォーマッ
トが、開ループＭＩＭＯのために使用される。１人の受信ユーザしか存在しない場合、全
てのＶＨＴ－ＳＩＧのコンテントは同一である。
【００６３】
　ＶＨＴ－ＳＩＧでの回転ＢＰＳＫチェックによってか、（１つのシンボルにおいて、よ
り多くのビットを得るためにＶＨＴ－ＳＩＧ　ＱＰＳＫが使用される場合、）ＶＨＴ－Ｓ
ＩＧでのＱＰＳＫ検知によってか、あるいは、ＶＨＴ－ＳＩＧにおいて反転パイロットを
検知することによって、ＶＨＴ－ＭＭが検知されうる。受信機が、ＶＨＴ－ＭＭを検知し
た場合に、ＢＰＳＫデータ・シンボルとＶＨＴ－ＳＩＧとを区別するように、ＢＰＳＫ１
１ｎスプーフ・レートが使用されうる。ＨＴ－ＳＩＧコンテントは、完全に１１ｎ規格対
応であるため、予約ビットを使用する必要がない。（Ｖ）ＨＴ－ＳＴＦにおいて、ＶＨＴ
－ＳＩＧは、ＨＴ－ＳＩＧのすぐ後に行われるＡＧＣ利得設定のために、ＨＴ－ＳＩＧの
すぐ後になることはない。巡回遅延値は、－２００ｎｓの倍数（巡回遅延したＬＴＦシン
ボルが使用されると、ＬＴＦにおいて使用されるのと同じ値）である。
【００６４】
　図１８は、上りリンク・フレーム・フォーマット例のセット１８００を図示する図であ
る。これは、上りリンク・フレーム・フォーマット１８０２－１８１６を含む。各アップ
リンク・ユーザが、１個乃至８個あるいは１個乃至１６個の利用可能な空間ストリームの
異なるサブセットを使用する。１１ｎ　ＮＡＶ設定を含みうる、上りリンクＳＤＭＡ送信
動作（ＴＸＯＰ）の開始を示すＡＰパケットが常に存在するだろうと仮定すると、ミック
ス・モード・プリアンブルは存在しない。ＡＰが、ユーザ毎に異なるＶＨＴ－ＳＩＧでＭ
ＩＭＯ検知を行う必要があるため、ＶＨＴ－ＳＩＧは全てのＬＴＦシンボルの後にくる。
ユーザが１より多い空間ストリームを送信する場合、そのＶＨＴ－ＳＩＧのコンテントは
、このユーザが送信する全てのストリームにおいて同じとなる。
【００６５】
　各ユーザがいくつの空間ストリームを有するかを、ＡＰが予め知っていなければならな
い。従って、この情報は、ＶＨＴ－ＳＩＧに含まれる必要はない。いくつの空間ストリー
ムが存在するかをＡＰが予め知らない可能性があるので、上りリンク・フレーム・フォー
マットは、開ループＭＩＭＯのために使用されない可能性がある。従って、全てのチャネ
ル・トレーニングより前にＶＨＴ－ＳＩＧを有していることが望ましい。
【００６６】
　図１９は、代替ＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォーマット例のセット１９０
０を図示する図である。これは、代替ＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・フォーマッ
ト１９０２乃至１９１６を含む。各ユーザが、１乃至８個の空間ストリームを有しうる。
その結果、ユーザ毎にプリアンブルの長さは異なる。
【００６７】
　図２０は、開ループＭＩＭＯについての、代替ＶＨＴグリーンフィールド・フレーム・
フォーマット例のセット２０００を図示する。これは、代替ＶＨＴグリーンフィールド・
フレーム・フォーマット２００２乃至２０１６を含む。表記「ＬＴＦ１＊ＶＨＴ－ＳＩＧ
」は、サブキャリア毎の、要素毎の乗算を意味する。各ＶＨＴ－ＳＩＧサブキャリアに、
対応するＬＴＦサブキャリア値が乗じられる。ＬＴＦサブキャリア値は、巡回遅延に起因
する位相回転を含みうる。ＬＴＦシンボルは、トーン・インタリーブされる。ＬＴＦは、
サブキャリアにおいてのみ、非ゼロ要素を有する。ＬＴＦシンボルは、よりシンプル且つ
正確なトーン補間を容易にするために、１又は複数の帯域外トーンを使用しうる。帯域外
トーンは、データ・シンボルにおいて使用されないトーンである。ＬＴＦの帯域外トーン
は、規定の量まで減衰されうるので、送信されたスペクトル・マスクに対して、わずかな
影響しか与えないだろう。
【００６８】
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　ＶＨＴ－ＬＴＦサブキャリア値が、
　ＶＨＴ－ＬＴＦｉ（ｉ＋ｋＮｓｓ） ＝ Ｎｓｓ１／２ Ｌ（ｉ＋ｋＮｓｓ）、　ｋ＝０
、 １、．．．、 ｆｌｏｏｒ（Ｎｓｃ／Ｎｓｓ）、ｉ＋ｋＮｓｓ＜Ｎｓｃ　ＶＨＴ－ＬＴ
Ｆｉ（ｊ） ＝ ０、ｊ≠ｉ＋ｋＮｓｓ　
　として定義される。ここで、Ｎｓｃは、サブキャリアの総数であり、Ｎｓｓは、アップ
リンクにおける空間ストリームの最大数（４又は２）であり、Ｌ（ｋ）は、バイナリ・ロ
ング・トレーニング・シンボル・パターンのｋ番目のサブキャリア値である。これは、８
０２．１１ｎと同じ数のサブキャリアを使用する８０２．１１ｎロング・トレーニング・
シンボルである。実例として、２０ＭＨｚチャネルにおける８空間ストリーム・プリアン
ブルでは、ＶＨＴ－ＬＴＦ０が、トーン｛０、８、１６、．．．、５２｝においてのみ、
非ゼロ値を有する。その一方で、ＶＨＴ－ＬＴＦ１が、｛１、９、１７、．．．、５３｝
において、非ゼロのトーンを有する。
【００６９】
　図２１は、代替ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマット例のセット２１００のセットを図
示する図である。これは、代替ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマット２１０２乃至２１１
８を含む。
【００７０】
　図２２は、開ループＭＩＭＯについての、代替ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマット例
のセット２２００を図示する図である。これは、代替ＶＨＴ－ＭＭフレーム・フォーマッ
ト２２０２乃至２２１８を含む。
【００７１】
　図２３は、代替上りリンク・フレーム・フォーマット例のセット２３００を図示する図
である。これは、代替アップリンク・フレーム・フォーマット２３０２乃至２３１６を含
む。各アップリンク・ユーザは、１乃至８個あるいは１乃至１６個の利用可能な空間スト
リームの異なるサブセットを使用する。上りリンクＳＤＭＡ送信動作の開始を示すＡＰパ
ケットが常に存在するだろうと仮定すると、ミックス・モード・プリアンブルは存在しな
い。
【００７２】
　ＡＰが、ユーザ毎に異なるＶＨＴ－ＳＩＧでＭＩＭＯ検知を行う必要があるため、ＶＨ
Ｔ－ＳＩＧは全てのＬＴＦシンボルの後にくる。ユーザが１より多い空間ストリームを送
信する場合、そのＶＨＴ－ＳＩＧのコンテントは、このユーザが送信する全てのストリー
ムにおいて同じである。各ユーザがいくつの空間ストリームを有するかを、ＡＰが予め知
っている必要がある。空間ストリームがいくつ存在するかが予め知られていない場合、上
りリンク・フレーム・フォーマットは、開ループＭＩＭＯのために使用されない。従って
、全てのチャネル・トレーニングより前にＶＨＴ－ＳＩＧを有している必要がある。
【００７３】
　上記で説明されたステップの特定の順番あるいは階層が、プリアンブル・ユニットに含
まれる処理の実例を提供するために示される。設計の選択に基づいて、ステップの特定の
順番あるいは階層は、本発明の範囲内でありながら再構成されうることが理解される。
【００７４】
　プリアンブル・ユニットと、ＯＦＤＭ変調器と、ＯＦＤＭ復調器は、例えば、１又は複
数の汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、アプリケーション特有集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、その他の
プログラマブル・ロジック・デバイス（ＰＬＤ）、その他のプログラマブル・ロジック構
成要素、離散ゲート又はトランジスタ・ロジック、離散ハードウェア構成要素、あるいは
、本明細書において説明された機能を実行するために設計されたそれら任意の組合せで実
施あるいは実行されうる。汎用プロセッサは、例えば、マイクロプロセッサ、コントロー
ラ、マイクロコントローラ、順序回路、あるいはソフトウェアを実行しうるその他任意の
回路である。ソフトウェアは、ソフトウェアや、ファームウェアや、ミドルウェアや、マ
イクロコードや、あるいはハードウェア記述言語などと称されようがそうでなかろうが、
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命令群や、データや、あるいはそれらの任意の組合せを意味すると、広く解釈されるもの
とする。ソフトウェアが、機械読取可能媒体に格納される、あるいは、ＤＳＰ又はＡＳＩ
Ｃのような、１又は複数の構成要素に組み込まれる。機械読取可能媒体は、例えば、ラン
ダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、フラッシュ・メモリ、読込専用メモリ（ＲＯＭ）、
プログラマブル読込専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去プログラマブル読込専用メモリ（ＥＰ
ＲＯＭ）、電子消去可能プログラマブル読込専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、磁
気ディスク、光学ディスク、ハード・ドライブ、あるいはその他任意の適切な記憶媒体あ
るいはそれら任意の組合せを含む、様々なメモリ構成要素を含みうる。機械読取可能媒体
は更に、伝送回線、データによって変調された搬送波、および／又は、ソフトウェアを無
線ノードに提供するその他の手段を含みうる。機械読取可能媒体は、コンピュータ・プロ
グラム製品に組み込まれうる。コンピュータ・プログラム製品は、パッケージ・マテリア
ルを備えうる。
【００７５】
　上記で説明されたユニットが、ハードウェアか、ソフトウェアか、あるいはそれらの組
合せかの何れにおいて実現されるかは、システム全体に課せられている特定のアプリケー
ションおよび設計の制約に依存する。当業者は、各特定のアプリケーションのために方式
を変化させることによって、述べられた機能性を実施しうるがこういった実施判定は本発
明の範囲からの逸脱をまねくものと解釈されるべきではない。
【００７６】
　以上の説明は、当業者に対して本発明の最大範囲を理解することを可能にするために提
供される。本明細書で開示された様々な構成に対する変形は、当業者に対して容易に明ら
かになるだろう。このように、特許請求の範囲は、本明細書に説明された発明の様々な態
様に限定されるよう意図されたものではなく、特許請求の範囲と矛盾しない最大範囲であ
ると認められるべきである。ここにおいて、単数における要素の言及は、そうと明確に述
べられない限りは「１つ及び１つだけ」を意味するのではなく、むしろ「１又は複数」を
意味することが意図されている。そうではないと明確に述べられていない限り、用語「い
くつか（some）」は１又は複数に当てはまる。当業者に対して周知である、あるいは後に
周知となる本開示において説明された多様な態様の要素に対する構造的及び機能的な均等
物は、参照によって本明細書に明確に組み込まれ、請求項によって包含されるよう意図さ
れる。更に、本明細書において開示されたものは何れも、このような開示が請求項におい
て明確に述べられているかどうかに関わりなく、公衆に放棄されることは意図されていな
い。要素が、「する手段」というフレーズを使用して、あるいは方法請求項である場合に
、「するステップ」というフレーズを使用して、明確に述べられていない限り、請求項に
おける何れの要素も米国特許法第１１２条第６段落に基づくと解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　通信のための装置であって、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムを備え、前記複数の空
間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、前記処理システムは更に、前記複数の空
間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、前記複数の空間
ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、トレー
ニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように構成された装置。
［Ｃ２］
　前記処理システムは更に、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームに
おける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配するよう
に構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記処理システ
ムは更に、前記第１および第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記
トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように構成されたＣ１に記載の
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装置。
［Ｃ４］
　前記処理システムは更に、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一
部分を巡回的に遅延させるように構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記複数のシンボルのうちの前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリ
アを含み、前記処理システムは更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を
、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分と乗じるように構成さ
れたＣ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記処理システムは更に、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分
を、前記帯域内サブキャリアにわたって分配するように構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記処理システムは更に、前記帯域外サブキャリアを減衰させるように構成されたＣ６
に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第１の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シ
ーケンスの更なる一部分を分配するように構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第３の空間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルに
おけるトレーニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたＣ１に記載の装置
。
［Ｃ１０］
　前記処理システムは更に、スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうち
の少なくとも１つを、変調するように構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記処理システムは更に、第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームの
うちの第１のストリームにおける複数のシンボルのうちの１つを変調し、前記第１の変調
スキームとは異なる第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第
１の空間ストリームにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調するように構成され
たＣ１に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なるＣ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記処理システムは更に、時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ス
トリームのうちの第１の空間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・
シーケンスの更なる一部分を分配し、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数
の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレー
ニング・シーケンスの一部分を分配するように構成されたＣ１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　通信のための方法であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成することと、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配することと
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　を備える方法。
［Ｃ１５］
　前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームにおける第３のシンボルに、
前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配することを備えるＣ１４に記載の方
法。
［Ｃ１６］
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記第１および
第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配されるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分を巡回的に遅延させる
ことを備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記複数のシンボルのうちの前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリ
アを含む方法であって、前記方法は更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信
号を、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分と乗じることを更
に備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、前記帯域内サブキャリ
アにわたって分配されるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記帯域外サブキャリアを減衰させることを更に備えるＣ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を
分配することを更に備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ２２］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シー
ケンスの一部分を分配することを更に備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ２３］
　スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうちの少なくとも１つを変調す
ることを備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ２４］
　第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１のストリームに
おける複数のシンボルのうちの１つを変調することと、前記第１の変調スキームとは異な
る第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリー
ムにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調することとを更に備えるＣ１４に記載
の方法。
［Ｃ２５］
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分
を分配することと、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリーム
のうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレーニング・シーケン
スの一部分を分配することとを更に備えるＣ１４に記載の方法。



(25) JP 5410527 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

［Ｃ２７］
　通信のための装置であって、
　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成する手段と、
　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配する手段と
　を備える装置。
［Ｃ２８］
　前記複数の空間ストリームのうちの第３の空間ストリームにおける第３のシンボルに、
前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を分配する手段を備えるＣ１４に記載の装
置。
［Ｃ２９］
　前記第１および第２のシンボルの各々は、複数のサブキャリアを備え、前記第１および
第２のシンボルにおける異なるサブキャリアにわたって、前記トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配されるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分を巡回的に遅延させる
手段を備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記複数のシンボルのうちの前記第１のシンボルは、信号を伝送する複数のサブキャリ
アを含み、前記装置は更に、前記複数のサブキャリアによって伝送された信号を、前記第
１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分と乗じる手段を更に備えるＣ１
４に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記第１のシンボルは、複数の帯域内サブキャリアと帯域外サブキャリアとを含み、前
記第１のシンボルにおけるトレーニング・シーケンスの一部分が、前記帯域内サブキャリ
アにわたって分配されるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記帯域外サブキャリアを減衰させる手段を更に備えるＣ１９に記載の装置。
［Ｃ３４］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分を
分配する手段を更に備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３５］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第３の空
間ストリームにおける別のシンボルに、前記第１のシンボルにおけるトレーニング・シー
ケンスの一部分を分配する手段を更に備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　スプーフ変調スキームを用いて、前記複数のシンボルのうちの少なくとも１つを変調す
る手段を備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　第１の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１のストリームに
おける複数のシンボルのうちの１つを変調する手段と、前記第１の変調スキームとは異な
る第２の変調スキームを用いて、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリー
ムにおける複数のシンボルのうちの別の１つを変調する手段とを更に備えるＣ１４に記載
の装置。
［Ｃ３８］
　前記複数の空間ストリームの各々は、データ長および変調スキームを示す情報を備える
少なくとも１つのシンボルを備え、前記情報は、前記複数の空間ストリームのうちの少な
くとも２つについて異なるＣ１４に記載の装置。
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［Ｃ３９］
　時間的に前記第１のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空
間ストリームにおける第３のシンボルに、前記トレーニング・シーケンスの更なる一部分
を分配する手段と、時間的に前記第３のシンボルの後に続く、前記複数の空間ストリーム
のうちの第１の空間ストリームにおける第４のシンボルに、前記トレーニング・シーケン
スの一部分を分配する手段とを更に備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ４０］
　命令群で符号化される機械読取可能媒体を備えた、無線通信のためのコンピュータ・プ
ログラム製品であって、
　前記命令群は、
　　各々が複数のシンボルを備える複数の空間ストリームを生成し、
　　前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと
、前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとに
わたって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように実行可能であ
るコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４１］
　ピア・ノードのための、ネットワークへの逆送コネクションを支援するように構成され
た無線ネットワーク・アダプタと、
　複数の空間ストリームを生成するように構成された処理システムとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、前記処理システムは更に
、前記複数の空間ストリームのうちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、
前記複数の空間ストリームのうちの第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわ
たって、トレーニング・シーケンスの少なくとも一部分を分配するように構成されたアク
セス・ポイント。
［Ｃ４２］
　複数の空間ストリームを受信するように構成された処理システムと、
　前記処理システムによってサポートされたユーザ・インタフェースとを備え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、複数のシンボルを備え、複数の空間ストリームの
うちの第１の空間ストリームにおける第１のシンボルと、複数の空間ストリームのうちの
第２の空間ストリームにおける第２のシンボルとにわたって、トレーニング・シーケンス
の少なくとも一部分が分配されるアクセス端末。
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